
    鹿児島大学附属病院の木質バイオマス利用による 

    ＣＯ２排出削減量の認証 

 

 国立大学法人鹿児島大学では，地球温暖化対策実施計画を定め，省エネルギー

へ積極的に取り組んでおり，ＣＯ２排出量削減及び県内の豊かな森林資源から生

まれる木材の有効利用を目的として，附属病院内に木質バイオマス（木質チップ）

を燃料とする「木質バイオマスチップボイラー」を導入している。 

 これにより，現在使用しているガス焚き蒸気ボイラー（７基）の運転に係るガ

ス使用量を減少させることにより，化石燃料由来のＣＯ２排出量の削減を図って

いる。 
 
１ 認証の概要（１３件 ２，０９６ｔ-ＣＯ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施設等の概要 

 ① 木質バイオマスの種類  ：木質チップ 

 ② ボイラー等の種類    ：木質バイオマスチップボイラー 

 ③ 木質バイオマスボイラーの概要 

  ・ 定格出力       ：１ｔ／ｈ（換算蒸気量） 

  ・ チップサイロ     ：コンクリート製 ８５㎥ 

  ・ エネルギーの用途   ：蒸気（滅菌，空調，給湯及び調理等） 

  ・ 導入時期       ：平成２４年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【木質バイオマスチップボイラー】      【木質チップ】 


